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 千島海溝津波襲来により陸側遮⽔壁のブライン配管が破断した際のブライン漏えいリスクの
低減を⽬的として、緊急時に免震棟から遠隔で操作ができるよう、電動弁の追設を⾏いま
した。今回、その設置が完了したことから動作試験を11⽉29⽇より実施します。

 全体的な動作試験を実施するためには、ブライン設備を全台停⽌することが必要となります。
⼀⽅で、現在、陸側遮⽔壁測温管150-7Sの温度上昇に伴う調査を実施しており、今回
の動作試験は、当該の測温管に影響を及ぼさない範囲（プラント１︓次ページ参照）で
実施いたします。

 なお、測温管の温度上昇が解消されて以降、ブライン設備を全台停⽌し、プラント2を含む
総合動作試験を実施することを予定しています。

 引き続き、安全最優先で廃炉作業に取り組んでまいります。
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リミット調整
・内容︓電動弁の開度に係る調整
・対象電動弁︓①②③④電動弁※１

単体動作試験
・内容︓操作スイッチによる電動弁動作試験
・対象電動弁︓①②③④電動弁※１

陸側遮⽔壁設備 プラント１停⽌

【動作試験スケジュール】 ※１ 対象電動弁の位置は次ページ参照
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